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ケーブルのコンクリー ト直接埋設工法

西松建設技報 vOL.2

羽 田 建一郎 *

要 約

コンクリ- 卜建造物における配線は,屋内配線工事の中で黄も工数のかかる金属管工法及び合成樹

脂管工法が主体として行われてきた｡

これらの工法は, トラブル発生時や容量アップ等の保守管理を行う際,比較的容易に電線の引替え

が可能であることから広く普及してきた｡

しかし近年,建物における設備の多様化及び複雑化は激しく,既設配管内の電線の引替え程度では

これらに対応できず,新しく配線工事をしているのか現状である｡更に省力化,工期の短縮化及びコ

ストダウン等の要求から,配管を省略してケーブルを直接コンク1)- トの中に埋設し,配線する工法

が技術的に可能となり,法的にも認められたO

本論では,コンクリー ト直埋用ケ-ブル,この工法を採用した場合の施工性及び在来工法との各種

比較等について報告するo
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§1.まえがき
本工法は,電気設備技術基準の改正によりとり入れら

れたもので, 日本工業規格 (J工S- C3650 )に基本

的な施工方法や コンクリー ト直埋用ケーブルの諸元など,

関連事項が規制 された｡

適用範国は,600V以下の低圧屋内配線において,公称

断面積14mm2以下のケーブルに限定されているので,すべ

ての電線管工法に代替 できるものではない｡ しか し我社

においても種々検討 した結果,その経済性,作業性は注

目すべ きものがあ り,在来工法 との組合せ等により今後

かな りの普及が見込まれる｡

§2.コンクリー ト直埋用ケーブル
2-1 種類 と記号

強電用コンクl)- ト恵理用ケーブルは,大別すると表

*設備部設備課副課長

表-1 ケ-ブルの種類 と記号

種 類 記 号

名 称 形状 接 地 線の 有 無 .

600Vコンクリ- ト直埋用 丸形 無 CB-VV
有 CB-VV-E

ビニル絶縁

平形 無 CB-VVFビニルシースケーブル

有 CB-VVF-E

600Vコンクリ- ト直埋用 丸形 血王 CB-EV
有 CB-EV-E

ポリエチレン絶縁ビニル

乎形 無 CB-EVFシースケ-ブル

有 CB-EVF-E

(注)上表のうちCBはConcreteBuryの略号である

-1のように 2種類あるが,PC板に用いる場合には,

絶縁体がビニルの ものを使用 しなければならない｡

なお,導体の公称寸法は1.6mmか ら14mmTまでの範国に限

定されている｡

弱電用コンクリー ト直埋用ケーブル としては,ビニル

絶縁 ビニルシースケーブル及び同軸ケーブルが各メ-カ

ーによって開発製造されているが,更に耐熱,耐火ケー

ブルや電話用ケーブルの製造 も技術的には可能 と思われ

るので,今後開発されるであろう｡

2-2 構造

構造等の規格については, J工S-C3650 に詳 しく規

定されているので,ここでは構造罵のみを記載するO

(図-1)
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No. 構 成 材 料

a) 導 体

② ビニル絶縁体

③ 緩 衝 座 床 組

㊨ 保 護 介 在 層

図-1 ケ-ブル構造図

2-3 特性

コンクリ- ト恵理用ケ-ブルは,実用上の条件から下

記の特性が要求されるが,これらについては十分に満足

されている｡

(1)耐衝撃性 (コンクリ- ト打設によるケーブル-の鱗

撃力)

(2)耐熱性 (コンクリー トの養生熟による劣化)

(3)耐水性 (コンクリ- ト水による劣化)

(4)耐薬品性 (コンクリー ト水による劣化)

(5)耐震 性 (地震等によるコンクリー ト亀裂に伴 うケ-

ブルの損傷)

(6)耐火性 (火災等によるケーブルの損傷)

2-4 許容電流 (表12)

許容電流 とは,ケ-ブルに電流を流す と内部導体の抵

抗による発熱のため,上昇する導体の温度が絶縁物の許

容混度を超過 しない電流値をいうOケ-ブルの許容電流

は使用する場所や状態などによって大 きく左右されるた

め,絶縁電線の許容電流のように簡単に伯を決め られな

い｡特にコンク】)- 卜直埋用ケ-ブルの場合は, コンク

I)- トの厚さ等によりケーブルの熱放散が変わって くるo

また,直埋工法 といえども全てかコンクリー トに埋設さ

れているのではな く,ボックス内及び分電盤内ではコン

クリー トに直埋 した場合に比較して,ケーブルの熱放散

が少な くなる｡ したがって, コンクリ- ト直埋用ケ-ブ

ルの許容電流は､条件の悪い空中布設の場合の許容値 を

採用 している｡
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秦-2 ケ-ブルの許容電流値 (単位A)

導 体 絶縁 体 が 赤色絹さ1'水力ゞビニ ル の もの ポ リエチ レンの もの

よ り線(mm之) -単 線(mm) 2 心 3 心 2 心 3 心

1.6 22 20 27 24

2.0 28 24 34 29

2.6 39 34 48 41

3.2 51 45 62 55

2 22 18 27 22

3.5 31 27 38 33

5.5 40 35 49 43

8 51 45 62 55

(汰) 1.周囲iI..目安は30℃以下の場合に適用する0

2.仁裡i三線,接地線及び制御回路用の電線

は,線心数に算入しない｡

3.ケ-ブルを露,出して配線する場合もこ

の表を適用する｡

なお, 多条布設の場合は,ケーブル相互間でその仕上

り外径の 2倍以上の離隔を確保すれば,実用上許容電流

の低減を考慮する必要はない｡

隻3.本工法の適用範囲と施工対象
3-1 適用範囲

本工法は,配線の大幅な省力化,資材の節約が罵られ,

また,ケーブル埋設後は,コンクリー トがケ-ブルの外

傷に対する優れた保護物 となるなど多くの利点がある｡

一方,将来の負荷増に対 しては電線の引替え等が不可能

なので,幹線等の太 もの配線については将来の問題 とし,

現時点では一般の600V以下の低圧屋内配線において,忠

称断面積が14mnf以下の分岐回路に用いられるO

なお,非常用予備電源のような防災設備等の配線につ

いては,消防法規等の関係 もあり,今後の課題 となって

いる｡

3-2 施工対象

本工法に過 した施工条件としては,次のようなものが

考えられる｡

イ)設備仕様や間仕切位置等の設計変更要素が比較的少

ないもの｡

ロ)二重天井等 VVケーブルで施工できる場所の比較的

少ないもの｡

･,)前 ロ)項の場合で もVVケーブルとの併用工事等が可

能なもの｡

以上の条件を考慮すると,

(1)共同住宅 (特に賃貸形式のもの)

(2)独身寮

(3)倉庫

(4)駐車場
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(5)事務所ビルでの二重天井でない部分(機械室,電気室

等)

などが本工法のもっとも効果的な施工対象となる｡

§4.施工

4-1 材料と工具

在来工法と本工法との大きな違いの一つは,本工法で

は材料 と工具の種頬が少ないことである｡配管工事に必

要なパイプ,か ソブ リング及びロックナット等の材料は

もちろんのこと,ベンダー及びねじ切 り等の大型工具 も

不要 となる｡

主材料である直埋用ケーブルには,前述のように丸形

と平形の2種類あるが,シースのはぎとりの容易さなど

作業性にす ぐれているのは,丸形ケーブルである｡平形

の場合は,過当なス トリッパ-がないため,ナイフ等で

のシ-スのはぎとりは,心線の絶縁体を接傷する危険が

ある｡ また,外気温の高い夏季等では,丸形にくらべや

わらか くなり易 く,鉄筋等への結束間隔に留意 しないと

型枠相に接触のおそれがある｡

コンクリー トボックス等は,従来の市販品を利用する

が,ブッシングはケ-ブル挿入用の特殊ブッシングを使

用する｡

工具類は,作業員の腰道具程度の小型工具で作業がで

きるので,作業員の負担が軽減され,安全面にもプラス

となる｡

なお,ケ-ブルの固定は鉄筋用結束線等を使用し,秩

筋工奉職 こ使用する-ッカーを利用すると便利であるO

(1)主材料

本工法の主材料 としては,ボックス類,鉄筋用結

束線またはビニル被覆バインド線,エンドカバー

特殊ブッシング,ケーブルスタンド (ケーブルをス

ラブ上に立上げる養生用)及び防水キャップ (立上

り配線等のケーブル端末に使用)等がある｡

(2)工具類

作業用の工具 としては,ケーブルか ソタ- (ケ-

ブル切断用),ケ-ブルストリッパー (ケーブルシー

スはぎとり用), ドライバ-,ペンチ,-ッカ-(ケ

ブル固定結乗用)及び-ンマ一等が必要である｡

4-2 注意すべき施工ポイント

(1け -ブル切断と端末処理

本工法では,ケーブルシ-スはぎとl)作業が非常

に多いため,この作業を早 く処理 し,心線を傷つけ

ないことが要求される｡従来から使用されているV

V-Fケ-ブル用ストリッパ-では,恵理ケーブル

での作業性が悪 く,またナイフと併用では処理時間

がかか り,熟練も要求される｡

以上の点を考慮して開発された恵理ケ-ブル用ス

トリッパーを使用すれば,作業時間が短縮し,合理

化される｡ケーブルシースはぎとl)作業は,現場に

よっては数千から数万箇所にもなり,この直埋ケー

ブル工法における凄要なポイントであるO

ケーブル構造に合致 した端末工具が,本工法をよ

i)一層合理化させるものである｡

(2)特殊ブッシング装着とボックス内のケ-ブルの余

長

特殊ブッシングを装着する時に注意することは,

ノック穴のサイズと挿入するケーブルのサイズの組

合せであるOまた,ボックスに保留するケーブルの

余長は,分岐点の場合で200mm,器具接続等の場合は

300mm程度を見込む必要がある｡いずれもシ-スをは

ぎとり,防水処理 (ビニルテープまき等)を確実に

施す必要がある｡

(3)ケーブルの布設と結束

ケーブルの結束は,本工法の中でも特に重要な作

業であり,ケ-ブルに対するコンクリー トのかぶり

を30mm以上確保するため, またケ-ブルの型枠材へ

の接触防止及び作業員などの踏荒しによるボックス

からの脱落防止のため,ケーブルの結束間隔は 500

-600mm程度(JiS-C3650では 1m以下)にする

のが望 ましい｡ (図-2)

∴∵_ 600 6CO 60:さ 600 3∞ 15〇

】 十..

A

室

8 ち ∫

十ヽヽ 卜Cl】 【/ツ一/ユ

8

玩 ＼ スラIuく

lコンクリートボックス ＼ l

図-2 ケーブルの布設と結束

なお,恵理ケ-ブルの外気温による可とう性 も重

要なポイントとなり,特に夏季は結束間隔を小さく

することか望 ましい｡

(4)ケーブルの布設ルー トと間隔

イ)ケーブル配線は,できるだけ梁の中などコンク

リ- 卜のかぶ りの多い場所を選ぶ｡ (図-3)

ロ)温度が高 くなると予想されるような場所の配線

は絶対に避ける｡

-)間仕切 り及び出入口などができる可能性のある

個所の配線はできるだけ避けるO (図-3)

ニ)原則として,ケーブルは鉄筋に添わせて配線し,

シングル配筋の場合は鉄筋の上部に,ダブル配筋
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の場合は上筋の下部に結東配線するo (図-4)

ホ)ケーブル配線と他のケ-ブル配線又は弱電流電

線,金属製水管,ガス管などとは300mm以上椎隔

することが望ましいO (図-5)

なお, IIS- C365(lでは,直接接触しなけれ

ばよいことになっている｡
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図-3 ケーブルの布設ルー ト

図-4 ケ-ブル布設と鉄筋

図-5 ケ-ブルと水管やその他のものとの間隔

2d以上 2d以上

鉄筋 CB-Wケ-7ル

図-6 ケ-7､ルの相互間隔

へ)ケーブルを多条布設する場合は,コンクリ- 卜

の流れをよくするために,相互間隔をその仕上 り

外径の2倍L:JJr_とする｡ (図-6)

(5)コンクリー トのかぶ N'lE保

ケ-ブルは,3()mm以上コンクリ- トのかぶ りが確

保されるように配線するO

(6)}7--ブル配線と開口部などとの離隔

ケーブル配線と窓枠及び一般開口部などとの離隔

距離は,200mm以上 日 工S- C3650では100mm以上)

確保する｡ (図- 7)

CB-VVケ-ブル

図-7 ケーブル配線と開口部などとの離隔

(7)ケ-ブ ルの屈E削空

紬的部の内側半径は,原則としてケーブルtL･上 り

外径の6倍以上 とし,心線が単線の場合は8倍以上

とする｡

(8)立上げ及び立下げ配線

コンセント用配線としてケーブルを立上げる場合

は,従来の金属管工法のように台直しが簡単にでき

ないため,施工図による墨出しを正確に行 うととも

に,図-8の施工要領のようにケ-ブルスタン ドを

用いてケーブルを結束し,ケーブルの保護を行 うO

また,先端部には防水用キャップを取付け,ケーブ

ルの余長を十分にとる｡

スラブの型枠及び配筋が完了後,ボックス等まで

の延線を行 うが,壁内立上げ時点において,ケ-ブ

ルの必要寸法は十分に確保 しなければならない｡図

-9のように,型枠柳 ニケ-ブルが直接接触しない

ように要所を結束する｡

(9)=重天井内配線との接続
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立上げ部分詳細現 ヶー7JL/スタンド

図-8 スラブより壁予定位置への立上げ配線

エ ン ドカバ ー型枠材
(C)詳細図

図-9 壁よりスラブ-の立上げ配線

二義天井内で余裕があり,ボックス以降をⅤⅤ-
Fケ-ブルで配線する場合の 1例を図-10に示す｡

(10)ボックス廻 りの配線及び処理

ボックスよりのケーブルの脱落及びコンクリ- ト

とろのボックス内への(,i･入防 止等に留意する必要が

ある｡ く図-ll,図-12,図-13)

コンクリート,ボックス CB-Wケ-7ル

＼ /

l'...;:ニ●::::.).':.L't.</jW:...:..'.::-:

(A) 0 ◆●

//--藍 裏

特殊 ブ ンシング

図-10 二重大井内配線との接続

l･､:､IIL'1

,i)1､ケーブルの結束はハノカー
を使用する｡

2結束-i,去については.ボン
クス附淀は150,Tm以内でそう
い.中間文子考は5∞-600,,}m
ネ呈度で行うく,

3ダブル配iVjの5易合は,上が･,
の1ご郡に桑蓬栄を行う(

ウ エ ス 等毒妹フノシンク

図-11 スラフ､1fliボックス廻 りの配線及び処理
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二- -. ∴･ . :

_ ∴.･.- . ' _

図-12 ボ ックス内の処理

t

図-13 壁面ボ ックスの取付詳細

4-3 検査及び管理

検査役び管理 に当っては,表 -3の 各項に適合 してい

るこ とを確かめ るO ただ し,絶縁抵抗 は,500V絶縁抵抗

計 を用いて測定 した場 合10ME2以上 あるこ とO

§5.事故点の検出と補修
5-1 事故点検 出方法

コン クリ- 卜亀 埋用ケーブルの トラブルが発生す るの

は､在来工法 と同様に コン クリー ト打設中はほ とん どな

く, コンクリー ト打 設後の設計変更に よる ドア一 ･窓枠

の位吊変更,給排 水衛生工事 ･:-J告粥工事 による貫通孔の

変更, rl-iりボル トの位;;I;.変更 ･間仕切 変更等に よるコン

クリ- 卜の 研 l), ひ よう打 ち銃及び コン クリ- 卜釘の打

ち込みに起因す る ものか 多い｡

トラブルの状 況は,地絡,絶縁不 良, 断線 及び組閣無

給等千差万別である｡ ケーブルの損傷部分が 目視に よ り

発見で きる場合は問題 ないが, そ うでない場合は損傷部

分の検 出を容易に,かつ,確実に行 うことが必要 である｡

糾 ,A/ALL.FJ-t検甘方法 としてほ各種の方法が あるが,現状 に

おいて現場に適用で きる簡便 な方法 としては,サーチ コ

イル法, マ ー レー ルー プ法 及びキャパ シ タンスブ 】トソジ

法かあるO これ らの方法はいずれ もそれぞれの特長 を持

っているが, ケ-ブル事故点の電気的条件に よ り適用の

可否が決 まる｡

これ らの方法 を, コンクリー トに埋設 されたケ-ブル

に適用す る場合の大 きな問題点 としては,

イ)を附lJ/ij.部分の絶縁抵抗 の大 きさO (コンクリ- 卜の 乾

湿に左右される｡)

瑚 荷造用 として配列 されている鉄筋が,事故点の検出
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表-3 検査及び管理項目

検 兼 項 目

コ 1.枚用ケ-ブルは規格に通弁Lているか○

2.配線は設計図と違っていないかo

3.線心数は設計図どお りであるかO

4.ケ-ブルに才肘掛まないかo

5.ケ-ブルに舞茸!ii_なJ,l洞山はないかo

6.コンク))- 卜のかぶ りが30mm以上確保されている

ンクリ; かO

7.煙道等のような高熱発生納所に接近 していないか

8.構造体を傷めるような布誠をしていないかO

9.ケ-ブ ルの端末には水気及びコンクリー トとろが

卜打 (,法人しないように処玉里してあるか○
10.ボックス内及びキャビネット内のケーブルの会長

fi又前の検炎 は十分かo

ll.ボックス頬の固定及びケ-ブル支I=-描那削まよいか

12.ブッシングは適iE三なものが使用されているかC

13.ボックス頼内へコンクリー トとろの侵入防止が行

なわiしているかO

14.開口部その他ケ-プルが建物仕上工事の際､外傷

杏,受け易い場所に接近 LていないかO

15.ケ-ブルが他の食属製水管及びガス管等に直接接

触していないかQ

16.その他問題 となる部分はないかo

コ才丁ク中り のi,73=トjZtを 1.ケ-ブルのたれ下 り､損傷などはないかO

2.ブッシング及びケーブルの脱落はないかo

3.7j--.異常があった場合は､直ちに修復するO

型の枠検収黍 1.ケーブル及びボックス内にコンクリー トとろが侵

大した所はないかOまた､その他の異常はないかO

2.当vz-HA!f≒取外 Lの時､ケーブルが撞促されたものはな

汁し綾 いかe3.型枠取外し後､す ぐにケーブルの導適､絶縁抵抗

試験を行なうo

器取)/:/-7-イ寸 1.上碓]Iの検釜により異常がある場合は､直ちに修復

な けどるを まで' するC
2.令旨具などを取付るまでに､雨水その他水のかかる

I+ おそれのあるボックス頬は､前面にテ-プなどを

上電気的な障害 にな らないかO

等がある｡ この点 を考慮す ると,サーチ コイル法が貴

通 である と考 えられ るO

以下に 各方法の概要 を示 し,事故形態別の事故点検 出

方法 を表 14に示す｡

(1)サーチ コイル法

ケー ブルの一端か ら可聴周波信号 を送 ってお き,

ケー ブルル- トに沿って受信装置 (サ-チ コイル)

を移動 させ,受信音の変化で事故 点の位置 を知 る方

法であるo
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(2)マ-レール-7法

地絡及び絶縁不良では, L- 3ブリッジを用いて

簡佃 こ測定ができる｡ しか し,健全線心が 1線心あ

ること,事故線の接地抵抗が数10KE2以下であるこ

と及びケーブル配線長さが正確に分かっていること

が必要である｡

(3)熱収縮チュ-フ小の利用による方法 (図-17)

等がある｡いずれの接続方法 も従来の低圧ケーブルの接

続に-一般的に採用されている方法であり,絶縁耐力及び

酎衝 撃酌 こついても試験結果によt)確認されている｡

なお,この接続方法の施工は,製造業者の仕様等に従

って行 うようにする｡

表-4 事 故点の種類 と検出方法

事 故 モ デ ル A,地 絡 B.絶縁不良 C.完全断線 D.地絡を伴う断線 E.線間短絡

辛 -弓 了 t ○!絶縁不良l ○叫 .一〇○幣 = 鼠I_一L JL7わ7 ●_ム 解放点i ◆_旦 __I i

電 気 等 価 回 路 r≒rl十r2解放点 rlRA r2 鳥息 仰 .仰 ‰ CI Rc C2 rlRAr2rl rZ

rl r2Re rlRe Rer2 断線 Re地絡断線

解放点検出方法 (1)サーチコイル法 (1)サーチコイル法 (1)サーチコイル法 (1)サーチコイ.ル法 (1)サーチコイル法

(3)キャパシタンスブ リッジ法

両端からの静電容量を求めて,その比例配分によ

l)事故点を検出する方法であるoこの場合にもケー

ブル配線長さが正確に分かっていることが必要であ

る｡

5-2 事故点補修方法

コンクリー トに直接埋設したケーブルが,祈 り等の外

力によって損傷を受けた場合の補修方法は,事故点を研

l=土日/てアウトレットボックス等を利周した図-14のよ

うな接続方法を原則とするが,やむを得ない場合は,そ

の接続部分を+分に絶縁処理 し,ケーブルと同等以上の

機械的保護が施されていれば,その部分をモルタル塗 I)

込めして埋め込むことができるO (JIS-C3650で認

められている｡)

この接続方法 としては,

(1)ェポキシ系樹脂による硬化固定法 (図-15)

(2泊 己融着性テープによる方法 (図-16)

★- ケ-フル才剛毛泣所
コンクリート才丁富農後にケーブル

o a o a a

械偶が確言召された場合 J王)持続空所にポノク ス を芸文け . 韻 樋

によるケープ-ルの 短 妻尉 二対 し, 毒所

見ケ -フ~ルを用い処 理 す るC

図-14 ボッ クス利用 に よ る接続 方 法

図-15 エポキシ系樹脂による接続方法
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ll-l2-20mm以上

①自己融着性絶縁テープ巻‡ラップ2@]巻

②自己融着性テ-プ巻 ‡ラップ 2瓦巻

注)ビニル粘着性テープ

巻きは対象外

図-16 自己融着性テープによる接続方法

ll=30mm以上 L2-20m,n以上

①圧着端子 (添え線の例を示すが,突き合せ接続でもよい)

②絶縁用熱収縮チュ-ブ

③シ-ス用熱収縮チュ-7

図-17 熱収縮チューブによる接続方法

§6.在来工法 との比較
6-1 長所及び短所

在来工法 と比較 した場合の本工法の長所及び短所 とし

ては,次のような ものがあげられるO

(1)長所

イ)経済的な配線であるO

配管を省略 Lて直接ケーブルをコンクリー トに

埋設するので,配管材料及び工費が節約できる｡

ロ)取 り扱い及び加工が容易である｡

可 とう性のあるケ-ブルであるか ら,配線ルー

トは自由で布設 も簡単であるo

また,ボックス-の接合などは,特殊ブッシン

グを介するだけで特殊な工具 を必要 とせず,ケー

ブル切断等 も容易である｡

-)工期の短縮ができる｡

取 り扱いや加工が容易であるばか りでな く, コ

ンクリー ト打設前に金属管工法などにおける配管

と適線作業が同時に終った状態 となるので,型枠

解体後の作業が短縮できる｡

ニ)大型工具が不要である｡

通常の腰道具程度で作業ができ,金属管工法の

ようなベ ンダー,ネジ切 り及びバイス台等の大型

工具 を必要 としない｡

ホ)現場内小運搬等が省力化できる｡

電線管の小運搬が省力化され,現場など足場の

悪い場所での安全確保にもプラスとなる｡ また,
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電線管の保管スペースなどが少な くてすむ｡

-)熟練度 を必要 としない｡

施工方法が簡単なので作業員の技能 レベルに左

右されず,施工精度が確保できる｡

(2)短所

イ)間仕切壁の変更及び負荷増大等に対 して,対処

が しに くいO

配管を省略 して直接ケーブルをコンクリー トに

埋設するので,電線の引替えができないO

ロ)損傷が生 じた場合,補修作業に手間どる｡

祈 り等によt)ケーブルに損傷が生 じた場合,事

故点の検出,祈 り及びケ-ブル補修等の作業が在

来工法 の楊子より手間どる｡

6-2 経済性比較

電気設備工事費を大別すると,配線材料費,機器材料

iiF～及び労務費に分けられるが,本工法によるメリッ トは,

配線材料費と労務費を総合 した配線工事費であるOその

配線工事費を比較分析すると表 -5のようになる｡

表-5 m当 i)の工法,材料費 ･労務費別比較

金 属 管 工 法 一一- -H A GZ詔 材料費
合成蜘脂管工法･--- 一一- 良

ヶープル朗 i工法-- - C ⊂=コ 労務費

ユ二 法 サ イ ズ

A 25 LA l75 100

良 物I- .. 81

C 19匹狂:コ18 37

A ZSW//+1 175 100

a 16m 67 83

C 28EZZ宏=コ 17 45

A 挽柳 - 100

B 1.6mmX4(16) 14EZ仁二二二 二二コ56 70

C 27四 二二:コ24 51

A .彬 100

B 16E迄L_______｣ 65 81

C 23匹詔二二コ20 43

A 2.OmmX3(19) 25BnOZe→■ ←- 100

良 18監a二二二二 二二二]65 83

C 326Z≡Z狂:=コ21 53

A 2,OmmX4(25) 28m++++A I72 100

a 16臥 _____･.__｣55 71

この表から判断できるように,在来工法に比較 して本

工法は,労務費の削減がはかられ,経済性 を求めること

ができる｡特に共同住宅にはかなりのメリットがあ i),

その工事費比較を以一円こ示すO

(1)共同住宅 1戸分の配線工事費比較

ケーブルの コンクリー ト直埋工法は,住宅内の電
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灯コンセント設備 とインターホン設備工事 を対象と

し,これらの配線工事費について住戸部分 1戸の工

法,配線材料及び労務費別の比較を行い,秦-6に

示す｡

表-6 共同住宅 1戸分の配線工事費比較

に ∃ 小 (trで [:=コ･,小L.'守

〔条件 1つ 犬 杵- ･護t天外十二孤犬杵 (紬:fiミ･玄関及び水凝 り部分)

床一一- 一一一日シンダ-コンクリ- トによる二蕊梯三

VVケーブル-1一二 蕊天井部分に使用 (VVケ-7'ル工法併用の時のみ)

材 料 費 .労務蛋箸別比率 (%) 全 体 比率 (%)

31 ///yA 69 100

31Y/+〃ン刀 l6L1 95

〔条件2〕 天外 --LfTI=ji井十二兆天井 (和製.玄l架l及び水廻 り部分)

rL L弓三.lr･rL

VVケ-ブルー--二流天才はl;分 と恥 こlti･用 (VVケ-プル工法併FRの時のみ)

材 料 婆哲.労 務 班 別 比 率 (%) 全 体 比率 (%)

31V++L+A l69 100

金 属 管+vvケーブル工法 27殴臥 ___｣ 48 75

(2)共同住宅 1戸分の電気設備工事費比較

ケ-ブルのコンクリ- ト恵理工法の対象は,前(1)

項 と同じとし,これらの電気設備工事費について住

戸部分 1戸の工法,配線機器材料費及び労務費別の

比較を行い,表-7に示す｡

表-7 共同住宅 1戸分の電気設備工事費比較

匹 詔 柑郎 守 ⊂コ 労務費

〔条件 i〕 rji 井-･････一-tlj.天杵+二束天井 ＼和室 .玄関及び水凝 り部分)

床 ･･- -一一一シンダーコンクリー トによる二範床

VVケープ/レ ー-･･二頚天井部分に使用 (VVケーブル工法併用時のみ)

工 法 材 料 焚 .労 務 繁 別 比 率 (%) 全 体 比翠 (%)

金 属 管 工 法 肋 ■- I 100

棚 抄J- 96

〔条件 2〕 天 井 -一日-一一一･鉱天井十二兎天井 (和屋 ･玄関及び永廻 り部分)

様-- --一一一名文二親珠

VVケーブル--二駄天井部分 と姥に使用 (VVケーブル工法イ糾召の時のみ)

二亡 法 材 料 賀 .労 務 賀 別 比 率 (%) 全 体 比翠 (%)

金 属 管 工 法 糊 %■■■ - l■ too

企 尿 管+VVケ-プル工法 4lU+++++//l lLt3 84

前(1)及び(2)項の比較から,住戸の建築仕様,すなわち

直天井,直床及びコンク1)- ト間仕切壁等の部分が多い

場合は,VVケーブル配線で施工できる場所が限定される

の で,本工法の経済的過剰 ft三が高まるo

また,共用部分の電灯コンセント設備及び弱電設備工
事等に本工法が適用できる場合は,なお一層経済性が高

まって くるO

§7.当社の施工実績
当社における本工法の砲工実績は,東北支店 1件,大

阪建築支店4件の計 5件であるO

以下にその主要なものを紹介する｡

7-1 インペ リアル千里丘新築工事

工事場所 大阪脚吹田市千里丘上2855-1

構造規模 RC造 地下 1階地上 8階塔屋 1階建

122戸

建築面積 1,675.959m～

延床面積 8,100.491m2

工 期 昭和52年 4月～53年 4月

設 計 ㈱端境建築研究所

施 工 大阪建築支店

本工法の施工範因

(1)各住戸の電灯配線 (ただし, コンセン ト配線は二蚤

床なので,VVケーブル配線 とした｡)

(2)共同部の電灯配線

(3)各住戸のインターホン配線

7-2 サンライズコーポ新築工事

工事場所一 山形県山形市深町13

構造規模 RC造 地上 5階建 40戸

建築面積 538.44m2

進床面積 2,534.40m?

工 期 昭和53年 1月～53年 9月

設 計 西松建設㈱一級建築士事務所

施 工 東北支店

本工法の施工範囲

(1)各住戸の電灯コンセント配線

(2)共同部の電灯配線

(3)各住戸の訪問用チャイム配線

7-3 施工結果による現場の意見

(1)'在来工法と比較 して,スラブ配線が作業上及び工程

的に非常にらくであった｡

(2)ケーブル布設に伴 う鉄筋の乱れがな く,配筋の手直

しがほとんどなかった｡

(3)堂内ケ-7小ル立上 りの場合,型枠連込み時に必ず立

合が必要である｡ (落し込み配線ができないため)

(4)壁間の渡 り配線 (コンセント配線等)は,天井スラ

ブ廻 しにすると施工が困難になるので,床スラブ廻

し (U字配線)とすべきであるO

(5)ボックス-のケ-ブル挿入用として特殊 ブ ッシング
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写真-1 スラブ配線(1)

写実-2 スラブ配線(2)

写真-3 蟹内立上 l)配線

を使用 したので, コンクリー トとろの侵入はなかっ

た｡ したがって,型枠解体後,ボックス内の清掃は

必要なかった｡

(6)コンクリー ト打設後の祈 り,アンカー打ち込み等に

よるケーブル損傷の補修作業に手間どったO これは

施工斑にて配線ルー トの検討を十分に行い,更に関

連工事業者にも協力を依頼することによl)防止でき

る｡

(7)本工法は非常に簡略化された工法であるが, コンク

l)- ト打設後の配線変更は大 きな手戻 り工事 を要す

るので,ケーブルのサイズ及び線心数 を誤って布設

する等の初歩的な作業 ミスは絶対に許されない｡ し

たがって,スラブ配線時のチェックはもちろんのこ

と,本工法のポイン トを工事着手前に作業眉に対 L
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て 十分 徹底させた｡

(8)施工範囲について,今後はテレビ共同聴視設備及び

日動火災報知設備等の弱電設備にも十分適用が可能

と思 う｡

写実-4 コンクリー ト打設中

写素-5 プルボックス廻 りの配線

§8.あとがき
本工法は設計,施工,使用するケーブル,ボックス及び

いOむ しろ在来技術の応用であるO強いてあげれば,電

線管 と同等以上の強度を持ち,充分安全性があ i),かつ,

経済性 を持ったコンクリ- ト恵理用ケーブルが JIS等

によって制定された点であろう｡

しか しなが ら,ケーブルの トラブル処理,仙用場所の

選択 亜びに幹線及び弱電関係への使用範囲の拡大等の問

題 もあるが,在来工法 と比較 した場合,経済性 工不11灘

縮及び､作業の安全性等に優れてお り, また,将来性 も大

きいものと考えられるので,その長所を生か した採用を

広 くおすすめする次第である｡

最後に,本レポー ト作成に御協力いただきました東北

支店及び大阪建築支店 の各位に心から感謝いた します｡
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